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1．内包提示詞 2．等質的総体指 3．相対的例示詞 5．了解限定詞1e













































































































































































































bl6 b16 り降りするという状noir snl　　sn2 況
N SN
手摺main　courante
（転義）
食用穀物であること
手摺をつたう手main　courante（原義）
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クス型の思考（すなわち換喩的思考）に基づいて定着せしめられるに至つた場合も
たまには見出される。
A図の如き構造における類概念生成詞とは，特定の名詞と特定の品質形容詞とが
分ちがたく結合することによって名詞＋6pitheteという意味の単位が一つの名詞と
して機能すると共に，名詞が表示する類概念Nの内包を6pitheteが部分的にあるい
は大幅に修正することによって別種の類概念SNを生ぜしめるといった機能のもの
であるが，類概念Nから類概念SNへの転義に際しては，二つの事物事象間の共通
の相貌の把握というイコン型心性一換言すれば換喩的心性一が機能している。
これに対して，B図の如き構造における類概念生成詞とは，ある一定の時間空間的
背景TEの下に生起する一つの事象Sの中の二つの要素間の緊密な隣接関係（たと
えば，ある状況の下で要素sn1と要素sn2は同時的に生起する，　sn　1とsn2は部分
と全体の関係にある，sn　1とsn2は因果関係にある等々）の認知に基づいて・sn　1と
sn2を等価物視して，　sn　1を表現するに用いる云いまわしをsn2を名指すに用いる
という喚喩的過程によって定着したもので，この場合にはsn　1はsn2のインデック
スとなっている。そこで，本稿では前者の如き類概念生成詞をイコン型類概念生成
詞，後者の如きをインデックス型類概念生成詞と呼ぶが，イコン型類概念生成詞に
は先のbl6　noir（そば）や，又rose　tr6miere（立葵），　corbeau　blanc（はげた
か），corbeau　cornu（さいちょう），　cochon　sauvage（猪），　cochon　noir
（膳猪），cochon　cuirass6（よろい鼠），　loup　peint（・・イエナ），の例にみる
ように，ある植物種から別の植物種，ある哺乳動物種から別の哺乳動物種，鳥類の
ある一種から別の一種を生成するといった同類生物種のあいだに隠喩的関係を打ち
立てているものがひんぱんにみられると共に，renard　marin（尾長鮫），　chien
marin（小鮫），　lion　marin（あしか）等の例にみるように，異なる種族一こ
こでは魚類と哺乳類一の生物種の間の隠喩的関係に基づいて別種の類概念が生成
されている場合もある。さらに又，bon　coq（威勢のよい男），　vieux　renard
（古狸），singe　bott6（おどけ者），　vilain　moineau（いやらしい奴），vieux
10up（老狗な老人），　fine　mouche（悪賢い人間）等の例では，同類の動植物間
や異類の同植物間における隠喩的関係が先の例にみるように主として視覚的相貌の
類同性の認知に基づいていたのに対して，精神相貌上の類同性の認知に基づいてあ
る種の動物の精神相貌的様相とある種の性格の人間の精神的様相との間に隠喩的関
係を打ち立てている。なお又，生物間や，人間と動物間の陰喩的関係といろた枠組
をはずれるところのイコン型類概念生成詞の例を次に二，三あげてみる：pleine
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sal6（海），　mouche　arti行cie皿e（釣の蚊針），　vieux　tableau（化粧した老婆），
jardin　sec（植物標本室）
以上はイコン型類概念生成詞を，1．同類の動物・植物間の主として視覚的相貌上
の隠喩的関係に基づいて別種の類概念を生成するもの，2．異類の動物種間における
主として視覚的相貌上の隠喩的関係に基づいて別種の類概念を生成するもの，3．人
間と動物との間の精神相貌上の隠喩的関係に基づいて人間の性格類型を表示する類
概念を生成するもの，4。その他の場合，の4項目に分類して述べてきたものである
が，1と2のクラスに該当するイコン型類概念生成詞の場合には，6pitheteはその
6pitheteが関係づけられた名詞が表示する類概念をもってカテゴライズされうる対
象群が通常持ち得ないような特質を導入し，一つまり，名詞が表示する類概念の
内包に含まれている一特質とは，両立不能の一様相を導入し一それによって名詞
が表示する類概念を崩壊せしめ，名詞が表示する類概念とは別の新たなる類概念を
生成するという働きを演じている。たとえばcorbeau　blancでは，類概念くcor一
beau＞に含まれる一つの様相知覚素（黒い）ときびしく対立するblancを導入する
ことによって，類概念＜corbeau＞が結果的にはつき崩され別種の類概念が生成さ
れるわけであるし，renard　marinにおいても類概念＜renard＞に含まれる（陸上
動物である）という要素とantagOniqUeな関係に立つ（madn）を導入することによ
つて，類概念＜renard＞を崩壊せしめているわけである。それに対して3のクラ
スに該当するイコン型類概念生成詞の例では6pith6teは名詞が表示する類概念の内
包に含まれる一要素と何らかの対立的な関係に立つ要素を導入するわけではなく，
6pith6teはある動物種に特有の精神相貌的様相の一側面を強く浮き上がらせる働き
を演じていて，それによって人間の性格的類型とのアナロジイを喚起させやすくし
ているのである。というのも，moineau，　loup，　renard，　moucheといった動物種か
ら人間が感受する精神相貌的様相はいちじるしく多義的かつ多面的であるため，
6pith6teによってこれらの動物の特定の個別的様相が指定されずには，アナロジイ
が感得され得ないからである。4．のその他のクラスに該当するイコン型類概念生成
詞に関しても，6pith6teが表示する観念と名詞が表示する類概念との意味的関係を
分析すれば，1，2のクラスに該当したものと同様に，6pitheteが当該の類概念の
内包に含まれるある要素と多かれ少なかれ二律背反的な関係に立つ様相を導入する
ことによって類概念そのものをつき崩し，別種の類概念を生成するといったタイプ
（たとえばpleine　sal6，　mouche　artificielle等）と3のクラスに該当したものと同
様に，6pitheteによって対象の特定の個別的様相が指定されることによって，そう
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した様相における対象と別の対象との間にアナロジイが感得され，ひいてはこの別
種の対象群をカテゴライズするところの類概念が定式化されるといったタイプ（た
とえばvieux　tableau）が翻llされる。イコン型類概念生成詞はしたがって全体とし
ては，前者の如き一種のantagonismeに基づくタイプと，後者の如き特定の個別的
様相の指定に基づくタイプとに大別されることになるので，本稿では前者をイコン
対立型類概念生成詞，後者をイコン非対立型類概念生成詞と呼び分けることとする。
一方，インデックス型類概念生成詞のmain　courante以外の例を若干あげれば次
の如くである：mauvaise　tete（反抗的な人），　forte　tete（横暴な人；首謀者），
tete　bien　faite（頭のよい人），　tete　chande（かっとなりやすい人），　bonne　tδte
（判断力のある人），petite　main（ドレスメーカーの助手），　t6te　ronde（イギリ
スの議会党員）
又，εpithさteが類概念生成詞として機能している例は以上にみた’ようなすでに
1angueのレベルに組み込まれた成句の中においてのみではなく，個人の創作になる
文学的表現の中にもひんぱんに見受けられるものである。以下にその若干の例をあ
げてみよう。
1．La　Nature　est　un　temple　o心deレかαη’∫piliers　laissent　parfbis　sortir
de　confuse　paroles　（Baudelaire）
類概念くpilier》の内包に含まれる一要素とantagonismeの関係に立つvivantを導
入することによって，類概念くpilier》をつき崩し，別種の類概念vivant　pilier
（→樹）を生成している→イコン対立型類概念生成詞
2・Il　n’en　va　pas　de　meme　pour　le　bouledogue，　et　je　hausse　jusqu’a　lui
son　diminutif，　le　lutin　a　tete　ronde，　oα配α泥dl，　grなησ7d「，　yα颪θμ7θ雄：le　terrier
braban？on　a　poil　ras　（Colette）
Camard，　grignard，　valeureuxらの6pitheteはun　lutinと名付けうる対象の，特定
の個別的様相を指定することによって，un　terrier　brabangon　a　poil　rasとの間
にアナロジーを喚起し，ひいては＜terrier　brabangon　a　poil　ras＞に相当する類
概念＜1utin　a　tete　ronde，　camard，　grignard，　valeureux＞が生成される→イコ
ン非対立型類概念生成詞
3．　Une　chaine，　las！acet　esprit　follet，　a　cette　flamm6cheジo’ααη’θ！
（Colette）
cette　nammeche　voletanteとはColetteが飼っていたりすることであるが，6pi一
th6teはここではflammecheと名付けられる対象の特定の個別的様相を指定するこ
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とによってりすの敏捷な動きとのアナロジーを喚起させやすくして，結果的には類
概念くnammeche》から《nammさche　voletante（りす）》なる別種の類概念を
生成している。→イコン非対立型類概念生成詞
結　　語
以上にその構造を明らかにした種概念形成詞，内包部提示詞，個別差表示詞，類
概念生成詞の四つのタイプの6pitheteの中で，種概念形成詞と類概念生成詞の場合
には名詞と6pi　theteが緊密に結び合って，あたかも一つの名詞の如く機能している
ので，かかるタイプの6pithεteにおいては冠詞＋名詞＋形容詞からなる名詞区の意
味構造は，名詞と形容詞とが一次的の意味の単位を形成し，この名詞＋形容詞から
なる意味の単位に冠置詞が関係づけられるという下図Aの如き構造のものとして分
析されうるのに対して，個別差表示詞及び内包部提示詞の場合には，たとえばune
6meraude　yε7’θ（内包部提示詞）brillait　sur　sa　mainわ伽o舵（個別差表示詞）
はune　6meraude，　verte，　brillait　sur　sa　main，　blancheの如くに，冠置詞＋名詞
の部分と形容詞との間をvirguleでもってカットすることが文法的に可能であるのを
見てもわかるように，冠置詞＋名詞が一次的の意味の単位を形成し，形容詞はこの
〔冠置詞＋名詞〕からなる意味の単位に二次的に関係づけられるという図Bの如き
構造のものとして分析される。
種概念形成詞　　　　　　　　　　　　　　類概念生成詞
une　jeune　fille　　　　　　　　　un　renard　marin
SN　　　　　　　　　　　　　　　　　SN
　／＼　　　　　　　　　　　　／＼D6t　　　　　　　　　　　　　　　　　　D6t　　　　SN　　　　　　SN
1　　／＼　　　　　1　／＼I　　　Adj　　　N　　　　　　　　　　I　　　N　　　　　Adj
奄奄堰@｛i　iune　　jeune　　fille　　　　　　　un　renard　　marin
図A
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個別差表示詞　　　　　　　　　　　　　　内包部提示詞
sa　main　blanche　　　　　　　　une　6meraude　verte
、　　　　　　　　　SN　　　　　　　　　　　　　　　　　SN
／＼　　　　　　　　　／＼SN　　　　　　Adj　　　　　　　　　　SN　　　　　　Adj
D〆＼．　i　D6ピ＼．　l　l　　　　　l　　　　l　　　　　　　　　l　　　　　l　　　　Il　i　i　　i　i　lsa　　　main　blanche　　　　　une　6meraude　verte
図B
註1　京都大学文学部フランス文学研究室，昭和48年度研究報告第二分冊収録
註2　京都大学文学部フランス文学研究室，昭和49年度研究報告収録
註3　拙論駅現代フランス語における了解限定詞le（1a），1esと未了解限定詞un（une）
desの機能の対立について”（昭和49年度，京都大学文学部フランス文学
研究室発行研究報告）の補註2（P．106）を参照のこと。
註4　“現代フランス語にみる冠詞の機能についての省察”では，冠詞＋名詞から
なる名詞を排他的に扱って居り，こうした枠組の中では定冠詞は内包提示詞，
総体指示詞，了解限定詞の三者のいつれかの機能のものとして解釈され得た
が，かかる枠組を離れて，定冠詞＋名詞＋関係節からなる名詞節を分析する
と，例えばLa　maison　que　je　cherche　est　une　maison　qui　ait　au　mo一
ins　quatre　piさces・におけるla　maison　que　je　chercheの如き例があり，
この場合のla　maisonは特定の時空に緊密に結びつけられているわけではな
く，したがって特定の指示対象がポジティブなかたちで存在するわけではな
いので，この名詞節の指示対象は還元過程皿に位置するが如き意味構造はも
ち得ず，還元過程Hに位置する意味構造をもつと考えられる。関係節が後置
されることによって生ずるかかるたぐいの定冠詞は，特殊了解限定詞と名付
けて，冠置詞＋名詞＋関係節からなる名詞節の意味構造をのみ排他的に考察
する別の論考において近くとりあげるつもりである。
註5　拙稿鰻現代フランス語における了解限定詞le（la），1esと未了解限定詞un
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（une），　desの機能の対立について”の補註2（P．106）を参照のこと。
註6　上位類概念と下位類概念（つまり種概念）の関係については，拙稿聡現代フ
ランス語にみる冠詞のの機能についての省察”の§1，特にp．106～p．112
を参照のこと。
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